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令和５年度 第２回 

 蕨市消防委員会 次第 
 

 

１ 開 会    

２ 消防委員長挨拶  

３ 消防長挨拶  

４ 議  題  

（１）令和５年中の火災・救急の概要について 

（２）令和６年度消防本部所管歳出予算（案）の概要について 

（３）令和６年春季全国火災予防運動について 

５ 閉  会 
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議 題１－１ 

令和５年中の火災・救急の概要について 
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議 題１－２
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議 題１―３

 

 

 

 



5 

議 題２―１ 

 

 
 

 

（単位：千円）

令和６年度予算額 令和５年度予算額

内

　

　

　

　

訳

824,138 774,111

一 般 職 人 件 費 718,722 705,107

消 防 事 務 費 6,324 5,387

消 防 ・ 救 急 活 動 費 63,489 27,935

職 員 研 修 費 3,952 4,664

消 防 庁 舎 管 理 費 16,644 20,245

消 防 庁 舎 等 改 修 事 業 4,180 0

消 防 車 両 管 理 費 10,827 10,773

20,850 19,648

消 防 団 員 活 動 費 19,524 18,246

消 防 団 施 設 管 理 費 375 374

消 防 団 車 両 管 理 費 951 1,028

46,700 66,348

消 火 栓 等 維 持 管 理 費 11,760 5,849

消 火 栓 等 整 備 事 業 7,163 10,515

災 害 救 助 用 資 機 材

搬 送 車 整 備 事 業
0 26,495

消 防 ポ ン プ

自 動 車 整 備 事 業
27,777 23,489

01　常備消防費 50,027

　　　　令和６年度消防費（消防本部所管）

区　　分 比　　較

　　　　歳出予算（案）の概要について

891,688 860,107 31,581
消　　防　　費

（消防本部所管）

03　消防施設費 △ 19,648

13,615

937

35,554

△ 712

4,180

54

02　非常備消防費 1,202

1,278

1

△ 77

△ 3,601

5,911

△ 3,352

△ 26,495

4,288
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議 題２－２ 

令和６年度主な消防歳出予算（案）について 
 

１ 常備消防費（消防・救急活動費）   

半自動除細動器   予算額 3,491,290 円 

    

 

 

   

  

 

 

 

                         (イメージ) 

 

 

 

２ 常備消防費（消防庁舎等改修事業） 

消防庁舎改修工事設計委託   予算額4,180,000円 ※市債4,100,000円 

  

    

（現在の仮眠室） 
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３ 非常備消防費（消防団員活動費） 

①クールベスト(熱中症対策資機材２１着)  予算額 277,200 円 

 (イメージ) 

 

②救助避難ボート(２艇)   予算額 1,279,000 円   

           

 (イメージ) 

 

４ 消防施設費（消防ポンプ自動車整備事業） 

 消防ポンプ自動車   予算額 27,777,000 円 ※市債 27,700,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イメージ)  
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議 題３ 

令和６年春季全国火災予防運動実施要綱 

１ 目的  

  この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及

を図り、もって火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させると

ともに、財産の損失を防ぐことを目的とする。 

 

２ 防火標語（２０２３年度全国統一防火標語）  

「 火を消して 不安を消して つなぐ未来 」 

 

３ 実施期間 

令和６年３月１日（金）から３月７日（木）まで 

 

４ 本予防運動中の重点目標 

（１） 住宅防火対策の推進 

（２） 乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進 

 （３） 放火火災防止対策の推進 

（４） 特定防火対象物等における防火安全対策の徹底 

（５） 製品火災の発生防止に向けた取組の推進 

（６） 多数の者が集合する催しに対する火災予防指導等の徹底 

 

５ 蕨市において実施する内容 

 （１） 本運動初日に、ＪＲ蕨駅の協力のもと、西口、東口において広報活動を実施す 

る。 

 （２） 放火防止対策を広報する。 

 （３） 蕨駅・消防庁舎に火災予防横断幕・懸垂幕を掲げる。 

 （４） 蕨駅・大型店舗等に電光掲示板や放送による広報を実施する。 

 （５） 防災行政無線により広報を実施する 

 （６） 消防車両・消防団車両・危険物運搬車両に火災予防運動のマグネットシートを貼付 

し、消防車両・消防団車両にて適宜広報を実施する。 

 （７） 広報わらびに火災予防啓発文を掲載する。 

 （８） 蕨市公式ホームページの当消防本部のページにおいて、住宅用火災警報器の普及啓 

発を図る。 

（９） ケーブルテレビ（ＷＩＮＫ）にて火災予防運動を周知する。 

（１０） 住宅防火「いのちを守る１０のポイント」を活用し広報を実施する。 
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住宅防火 いのちを守る １０のポイント 

―４つの習慣・６つの対策― 

４つの習慣 

１．寝たばこは絶対にしない、させない。 

２．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。 

３．こんろを使うときは火のそばを離れない。 

４．コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。 

 

６つの対策 

１．火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。 

２．火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、１０年を目安に交 

換する。 

３．火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を 

使用する。 

４．火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。 

５．お年寄りや体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。 

６．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策をおこなう。 
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《住宅防火いのちを守る 10のポイントの考え方》 

●火災を発生させない（出火防止） 

●早く知る・気づく（早期覚知対策） 

●危ないと判断したら、素早く避難する 

（早期避難） 

●燃え広がらせない （延焼拡大防止） 

●火災の初期の段階で消火する 

（初期・早期消火対策） 

【習慣１～４、対策１】 

【対策４】 

【対策５】 

【対策３】 

【対策２】 

【対策６】 

●隣近所との 

協力体制を構築する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 蕨 市 消 防 委 員 会 


